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3月末日住民登録 q 
（前月比） 

人 口 9,688 ( +7 ) 
男 4,611 ( +6 ) 
* 5,077 ( + 1.) 

世帯数3,189 ( -3 ) 
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5 月 に臨時町議会を開催 

【あなたの清き1票が政治を動かします】 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

四
月
十
七
日
に
告
示
さ
れ
た
任
期
満
了
に
伴
う
赤
池
町
議
会
 

議
員
一
般
選
挙
は
、
二
十
人
（
定
員
十
八
人
）
が
立
候
補
届
を
 

行
い
、
二
十
四
日
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

投
票
率
は
九
十
五
・
十
六
ジ
ト
と
高
い
も
の
で
、
次
の
十
八
 

人
の
方
が
新
議
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

【県知事、県議会議員選挙の開票】 

り一 

赤
池
町
議
会
議
員
当
選
者
 

【
敬
称
略
、
届
出
順
（
 

）
内
は
年
齢
】
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勇 信 次杉利 

道
（
 51 

） 

新
 

夫
（
 67 

） 

現
 

男
（
 57 

） 

現
 

行
（
 38 

） 

現
 

夫
（
 40 

） 

新
 

豊
（
 68 

） 

現
 

勇
（
 61 

） 

現
 

義
 
信
（
 48 

） 

現
 

進
（
 47 

） 

現
 

光
 
年
（
 56 

） 

現
 

し
げ
み
（
 55 

） 

元
 

栄
 

一 
（ 36 

） 

新
 

た
も
つ
（
 48 

） 

現
 

ム
ツ
オ
（
 51 

） 

新
 

春
 
義
（
 50 

） 

新
 

ト
ク
オ
（
 54 

） 

現
 

昇
（
 56 

） 

新
 

和
 
雄
（
 39 

） 

新
 

新
し
く
決
っ
た
議
員
＋
八
の
方
は
、
 

こ
れ
か
ら
四
年
間
、
み
な
さ
ん
の
代
表
 

と
し
て
町
政
に
参
加
さ
れ
、
当
町
の
発
 

展
の
た
め
活
躍
さ
れ
ま
す
。
 

町
議
会
は
、
定
例
会
が
年
四
回
（
六
 

月
、
九
月
、
十
二
月
、
三
月
）
に
開
か
 

れ
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
 

臨
時
議
会
が
開
か
れ
ま
す
。
 

こ
の
議
会
で
は
、
町
の
条
例
の
改
廃
 

予
算
の
決
定
、
決
算
の
認
定
な
ど
町
政
 

運
営
上
の
重
要
な
こ
と
が
ら
が
審
議
さ
 

れ
ま
す
。
 

新
し
い
町
議
会
議
員
に
よ
る
臨
時
町
 

議
会
が
五
月
中
に
開
か
れ
、
こ
の
中
で
 

議
長
、
副
議
長
が
決
ま
り
ま
す
。
ま
た
 

総
務
、
産
建
、
厚
生
の
三
つ
の
常
任
委
 

員
会
の
委
員
も
決
ま
り
ま
す
。
 

58年 
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県 知 事 
県議会議員 

選
 

挙
 

の
 

投

票

結

果

 

四
月
十
日
に
行
わ
れ
た
、
県
知
事
、
 

県
議
会
議
員
選
挙
の
開
票
は
、
即
日
、
 

町
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
候
補
 

者
の
得
票
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。
‘
 

《
県
知
事
》
 
…

 

・
（
得
票
順
）
 

O
お
く
だ
八
二
 

三
、
五
五
八
 

O
亀
井
 
光
 

一
一
、
一
一
三
三
 

※
投
票
率
 

八
四
、
三
七
％
 

※
無
効
投
票
数
 

一
六
」

1 

《
県
議
会
議
員
〉
‘
・
（
得
票
順
）
 

〇
中
村
 
邦
臣
 

一
一
、
八
七
九
 

o
畠
中
 
仁
 

一
一
、
〇
三
五
 

o
ニ
ム
ラ
浩
子
 

七
四
〇
 

※
投
票
率
 

八
四
、
三
三
％
 

※
無
効
投
票
数
 

一
一
九
七
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十
周
年
を
記
念
し
た
上
野
焼
陶
器
ま
 

つ
り
が
、
四
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
 

で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

北
九
州
、
福
岡
を
は
じ
め
、
遠
く
は
 

大
分
、
山
口
か
ら
も
陶
器
フ
ァ
ン
が
押
 

し
か
け
、
三
日
間
を
通
し
て
約
一
万
人
 

の
人
出
を
記
録
し
ま
し
た
。
 

こ
の
陶
器
ま
つ
り
に
は
、
二
十
三
の
 

窯
元
が
参
加
し
、
各
窯
元
は
「
の
ぼ
り
」
 

を
立
て
庭
先
ま
で
陶
器
を
並
べ
て
全
商
 

×
 

イ 
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、
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灘要鱗鷲麟難 

 

撒か謙奪数鰯 

 

袋
認
N

章尊漁詩気心一義守 

昭
和
五
十
 

七
年
度
観
光
 

事
業
の
一
環
 

と
し
て
、
上
 

野
峡
自
然
歩
 

道
整
備
事
業
 

が
、
行
楽
の
 

季
節
を
前
に
 

完
成
し
ま
し
 

た。 こ
の
自
然
 

歩
道
は
、
 
上
 

野
峡
の
白
糸
 

の
滝
へ
の
一
一
 

つ
の
ル
ー
ト
 

の
う
ち
、
右
 

側
の
、
駐
車
 

場
か
ら
滝
ま
 

で
の
約
二
百
 

メ
ー
ト
ル
の
 

歩
道
で
す
。
 

品
の
二
割
引
き
大
売
り
出
し
な
ど
を
行
 

い
、
ま
た
、
沿
道
に
は
、
タ
ケ
ノ
コ
、
 

梅
ぼ
し
、
わ
た
菓
子
、
苗
木
な
ど
の
即
 

売
所
も
出
て
、
ふ
だ
ん
は
静
か
な
上
野
 

の
里
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
大
変
な
に
 

ぎ
わ
い
で
し
た
。
 

な
お
、
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
が
マ
イ
 

カ
ー
の
た
め
、
 
一
時
は
交
通
が
大
変
混
 

雑
し
ま
し
た
。
来
年
は
一
方
通
行
を
も
 

っ
と
徹
底
す
る
な
ど
の
措
置
を
取
る
予
 

定
で
す
。
 

【講演する穂積隆信氏】 

親子信頼の 

緋を求めて”, 
【

【

 

・

＼

ー

 

〈つ 

俳優穂積隆信さんを迎えての 
RKB 文化セミナー開かる 

コ
ン
ク
リ
1
ト
ギ
木
に
よ
る
階
段
や
 

手
す
り
が
取
り
つ
け
ら
れ
、
気
軽
に
安
 

全
に
白
糸
一
の
滝
ま
で
行
け
る
よ
う
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
た
「
か
 

じ
か
橋
」
も
修
復
さ
れ
、
上
野
峡
は
装
 

い
も
新
た
に
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
 

す。 

 ノ 

町
立
病
院
に
 

新
し
い
先
生
が
 

お
見
え
に
な
り
ま
し
た
 

鄭 泰安先生 
てし、 たし、あん 

(61歳） 

町
立
病
院
に
新
し
い
先
生
が
就
任
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

鄭
泰
安
先
生
で
す
。
先
生
は
、
九
州
 

大
学
医
学
部
を
卒
業
さ
れ
た
、
内
科
、
 

小
児
科
の
専
門
医
で
、
温
和
な
、
と
て
 

も
研
究
熱
心
な
方
で
す
。
 

【
陶
器
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
う
 

上
野
焼
窯
元
】
 

ふ
れ
あ
う
情
報
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
四
月
 

二
十
日
午
後
一
時
半
か
ら
中
央
研
修
所
 

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
の
約
 

三
百
人
を
は
じ
め
、
県
内
各
地
か
ら
も
 

百
五
十
人
に
の
ぼ
る
参
加
者
で
館
内
は
 

超
満
員
の
盛
況
で
し
た
。
 

「
私
は
教
育
者
で
も
教
育
評
論
家
で
 

も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ど
も
を
本
当
に
信
 

頼
す
る
事
の
で
き
な
か
っ
た
、
だ
め
な
 

父
親
で
し
た
」
と
、
親
と
子
の
二
百
日
 

戦
争
を
、
せ
つ
せ
つ
と
語
る
穂
積
氏
の
 

言
葉
に
、
聴
衆
は
た
た
ず
を
の
ん
で
聞
 

き
入
り
、
二
時
間
半
の
講
演
が
た
い
へ
 

ん
短
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
後
は
子
ど
も
を
信
頼
し
、
子
ど
も
 

に
信
頼
さ
れ
る
親
子
関
係
と
青
少
年
の
 

た
め
の
良
い
環
境
を
、
み
な
さ
ん
と
と
 

も
に
つ
く
り
た
い
も
の
で
す
。
 

s ' 

ト
 整

備
さ
れ
た
白
糸
の
滝
へ
の
道
路
 

A
 修

復
さ
れ
た
「
か
じ
か
橋
」
 

春
の
全
国
 

交
通
安
全
運
動
 

5
月
 11 

日
5
 20 

日
 

ミ
ニ
・
バ
イ
ク
 
安
全
運
転
 

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

 ノ 

①
交
差
点
で
は
安
全
確
認
を
 

交
差
点
で
の
ミ
ニ
・
バ
イ
ク
の
事
 

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し
 

て
左
右
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
右
折
す
る
と
き
は
直
進
す
る
 

対
向
車
に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
 

②
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ろ
う
 

二
輪
車
に
よ
る
死
亡
事
故
の
約
七
 

〇
％
は
、
頭
部
損
傷
が
原
因
で
す
。
 

頭
部
を
守
る
た
め
に
、
必
ず
ヘ
ル
メ
 

ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。
 
ま
た
、
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
J
I
s

（
日
本
工
業
 

規
格
）
マ
ー
ク
や
s

（
安
全
）
マ
ー
 

ク
の
つ
い
た
も
の
を
か
ぶ
り
、
あ
ご
 

ひ
も
を
き
ち
ん
と
結
び
ま
し
ょ
う
。
 

③
制
限
速
度
は
三
十
キ
口
 

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
大
き
な
 

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
時
速
三
十
 

キ
ロ
の
制
限
速
度
を
守
り
、
安
全
運
 

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

／
 

×
 

和
名
 
皐
月
（
さ
つ
き
）
 

さ
つ
き
の
花
が
咲
く
意
味
と
早
苗
を
 

植
え
る
早
苗
月
を
つ
づ
め
て
五
月
を
皐
 

月
と
い
う
。
 

1
日
（
日
）
 

メ
ー
デ
ー
、
不
正
大
麻
・
 

け
し
撲
滅
運
動
 

2
日
（
月
）
 

八
十
八
夜
 

3
日
（
火
）
 

憲
法
記
念
日
 

5
日
（
木
）
 

親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

（
濃
叱
に
ど
 

こ
ど
も
の
日
・
端
午
 

6
日
（
金
）
 

立
夏
 

7
日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
声
タ
m
) 

8
日
パ
日
）
 

世
界
赤
十
字
デ
ー
 

11 10 
日
（
火
）
 

愛
鳥
週
間
（
譜
）
 

日
（
水
）
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 

は
じ
ま
る
（
譜
）
 

15 

日
（
日
）
 

第
 22 

回
町
民
体
育
大
会
 

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間
 

は
じ
ま
る
（
報
）
 

16
 

日
（
月
）
 

エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
メ
切
り
 

17 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
拶
タ
m
) 

18 

日
（
水
）
 

国
際
善
意
デ
ー
 

21 

日
（
土
）
 

家
内
労
働
旬
間
（
輪
）
 

22 

日
（
日
）
 

全
国
植
樹
祭
 

27 

日
（
金
）
 

献
血
廿
（
m

毎
弘
ひ
声
炉
＼
ぬ
）
 

命
噂
糾
繊
巴
 

心
配
ご
と
相
談
（
ザ
タ
m
) 

30 

日
（
月
）
 

消
費
者
の
日
 

椿
原
誠
助
役
が
死
去
 

故 椿原誠助役 

今
年
一
月
か
ら
健
康
を
害
し
、
療
養
 

中
だ
っ
た
椿
原
誠
助
役
が
、
四
月
十
一
 

日
、
飯
塚
市
の
飯
塚
病
院
で
肝
性
脳
症
 

の
た
め
死
去
し
ま
し
た
。
 

七
十
五
歳
で
し
た
。
 

椿
原
助
役
は
、
昭
和
二
年
、
当
時
の
 

上
野
村
に
就
職
し
、
昭
和
十
八
年
総
務
 

課
長
、
昭
和
三
十
七
年
総
務
部
長
を
歴
 

任
し
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
連
続
五
期
 

助
役
を
務
め
、
そ
の
間
、
三
代
の
町
長
 

を
補
佐
し
て
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
五
十
一
 

年
ま
で
は
、
福
岡
地
方
裁
判
所
田
川
支
 

部
民
事
調
停
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
そ
 

の
活
躍
は
多
方
面
に
わ
た
り
、
昭
和
四
 

十
年
に
は
、
選
挙
事
務
功
労
者
と
し
て
 

自
治
大
臣
表
彰
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
 

地
方
自
治
施
行
二
十
周
年
記
念
自
治
功
 

労
福
岡
県
知
事
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

四
十
年
も
の
長
い
間
、
地
方
自
治
お
 

よ
び
町
行
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
業
 

績
は
、
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

勤めをやめたら 

すぐ国民年金の加入手続きを 

現
在
わ
が
国
は
、
誰
 

も
が
い
ず
れ
か
の
年
金
 

制
度
に
加
入
し
、
老
後
 

の
生
活
を
年
金
で
守
ろ
 

う
と
い
う
皆
年
金
の
時
 

代
で
す
。
 

も
し
、
勤
め
を
や
め
 

て
厚
生
年
金
や
共
済
組
 

合
の
加
入
者
で
な
く
な
 

っ
た
と
き
、
そ
れ
ま
で
 

加
入
し
て
い
た
年
金
制
 

度
で
老
齢
（
退
職
）
年
 

金
を
受
け
る
た
め
資
格
 

期
間
を
満
し
て
い
な
い
 

人
は
、
勤
め
を
や
め
た
 

と
き
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
勤
め
を
や
め
た
と
き
に
老
齢
 

（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
 

期
間
を
満
た
し
て
い
る
人
や
、
そ
の
配
 

偶
者
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
と
な
 

り
ま
す
。
 

勤
め
を
や
め
た
後
、
国
民
年
金
に
加
 

入
し
な
い
と
せ
っ
か
く
の
そ
れ
ま
で
の
 

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
が
む
だ
に
 

な
り
ま
す
。
 

各
年
金
制
度
の
 

加
入
期
間
は
 

つ
な
ぎ
合
さ
れ
ま
す
 

こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
加
入
手
 

続
き
を
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
 

い
た
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
期
間
と
 

国
民
年
金
の
加
入
期
間
（
保
険
料
を
滞
 

納
し
た
期
間
を
除
く
）
は
つ
な
ぎ
合
さ
 

れ
、
そ
の
合
算
し
た
期
間
が
二
十
五
年
 

（
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
れ
た
 

人
は
昭
和
三
十
六
年
四
月
以
降
の
期
間
 

が
十
年
か
ら
二
十
四
年
に
短
縮
さ
れ
る
）
 

以
上
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
 

か
ら
そ
の
加
入
期
間
に
応
じ
た
年
金
が
 

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

肝
心
な
こ
と
は
、
加
入
期
間
の
な
い
 

空
白
の
期
間
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
 

で
す
。
 

将
来
の
年
金
を
確
実
な
も
の
に
し
、
 

豊
か
な
老
後
の
生
活
設
計
を
築
く
た
め
、
 

勤
め
を
や
め
た
ら
必
ず
、
役
場
で
国
民
 

年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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昭和58年度赤池町 

一般会計暫定予算ち 

20議案を可決 

議 

案 

昭和58年第4回3月定例町議会 

〇
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
ー
三
千
五
十
五
万
二
千
円
 

の
追
加
補
正
で
予
算
総
額
四
十
二
億
四
 

千
五
百
六
十
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
 

V 、くフ ▽ ▽ く7 V V V V 

昭
和
五
十
八
年
第
四
回
三
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月
十
一
日
か
 

ら
二
十
六
日
ま
で
十
六
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
八
 

年
度
赤
池
町
一
般
会
計
暫
定
予
算
な
ど
二
十
の
議
案
が
審
議
さ
 

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
請
願
、
陳
情
が
そ
れ
ぞ
れ
一
件
審
議
さ
れ
、
採
択
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
昭
和
五
十
七
年
度
定
例
事
務
監
査
の
結
果
報
告
、
△
 

田
川
地
区
一
部
事
務
組
合
議
会
の
田
川
地
区
伝
染
病
組
合
議
会
 

ほ
か
四
組
合
議
会
の
昭
和
五
十
八
年
度
予
算
等
の
結
果
報
告
、
 

△ △ Z、 △ △ Z、 △ △ △ 

▽
 

一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

△
 

算
廿
六
千
六
百
十
七
万
一
千
円
の
減
 

額
補
正
で
予
算
総
額
二
億
二
千
二
百
五
 

万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
補
正
予
算
廿
収
益
的
収
 

入
お
よ
び
支
出
で
四
百
九
十
四
万
六
千
 

円
の
補
正
で
四
億
九
千
二
百
二
十
九
万
 

六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
 

特
別
会
計
補
正
予
算
廿
医
療
費
の
増
 

に
よ
り
一
千
万
円
の
追
加
補
正
で
四
千
 

四
百
七
十
八
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

暫
定
予
算
廿
予
算
総
額
十
二
億
一
千
 

九
百
四
十
一
万
八
千
円
の
予
算
が
承
認
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

暫
定
予
算
の
編
成
に
当
っ
て
、
経
常
 

経
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
対
比
五
％
 

削
減
等
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
の
措
 

置
を
行
い
年
間
経
費
を
積
算
し
、
そ
の
 

中
か
ら
三
カ
月
間
の
経
費
を
割
り
出
し
 

て
、
さ
ら
に
六
月
末
ま
で
の
債
務
発
生
 

額
を
見
込
み
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
ー
歳
 

昭
和
五
十
八
年
第
五
回
四
月
臨
時
町
議
会
 

▽
 

昭
和
五
十
八
年
第
五
回
四
月
臨
時
町
議
会
は
、
四
月
十
一
 

▽
 

日
、
一
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
な
ど
、
 

▽
 

五
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
 

▽
 

ま
し
た
。
 

〇
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
廿
地
方
 

税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
 

い
赤
池
町
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
 

一
 

離
扇
 

一麟 
【
爵
雄
 

」
 (
 

国土利用計画法による 
土地取引の届出制 

△ △ △ △ 

ま
し
た
。
ま
た
、
土
地
開
発
公
社
に
一
 

般
会
計
よ
り
貸
付
け
を
行
っ
た
額
が
、
 

公
社
の
債
務
と
な
る
た
め
債
務
負
担
行
 

田
国
土
利
用
 

計
画
法
の
ね
ら
い
 

昭
和
四
十
七
年
、
四
十
八
年
頃
に
間
 

題
と
な
っ
た
よ
う
に
、
土
地
の
買
い
占
 

め
や
、
乱
開
発
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
 

る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の
が
国
土
利
用
 

計
画
法
で
す
。
 

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引
き
を
 

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
 

県
知
事
に
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

ロ
届
出
の
必
要
 

な
土
地
取
引
 

赤
池
町
は
、
都
市
計
画
区
域
以
外
の
 

区
域
に
該
当
し
ま
す
。
こ
の
た
め
一
万
 

平
方
メ
ー
ト
ル
（
ー
ヘ
ク
タ
ー
ル
二
町
）
 

以
上
の
士
地
に
つ
い
て
売
買
な
ど
（
共
 

有
持
分
の
譲
渡
・
営
業
譲
渡
・
譲
渡
担
 

保
・
交
換
・
地
上
権
、
賃
借
権
の
設
定
、
 

譲
渡
な
ど
）
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
 

届
け
出
が
必
要
で
す
。
 

※
個
々
の
面
積
が
小
さ
く
て
も
、
合
計
 

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
二
千
六
百
万
六
 

千
円
で
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
十
一
、
 

六
「
”
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
廿
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
一
千
百
八
十
 

五
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
予
算
廿
収
益
的
収
入
お
よ
び
 

支
出
の
予
定
額
で
そ
れ
ぞ
れ
一
億
九
千
 

七
百
三
十
五
万
七
千
円
、
資
本
的
収
入
 

お
よ
び
支
出
の
予
定
額
は
収
入
で
ニ
千
 

三
十
九
万
九
千
円
、
支
出
で
二
千
三
百
 

六
十
五
万
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
予
算
廿
収
益
的
収
入
お
 

よ
び
支
出
の
予
定
額
で
そ
れ
ぞ
れ
四
億
 

八
千
五
百
八
十
三
万
六
千
円
、
資
本
的
 

収
入
お
よ
び
支
出
で
そ
れ
ぞ
れ
一
壬
一
 

百
万
九
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
老
人
健
康
 

保
健
特
別
会
計
予
算
廿
歳
入
歳
出
そ
 

れ
ぞ
れ
四
億
九
十
六
万
一
千
円
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

〇
赤
池
町
職
員
退
職
勧
奨
条
例
の
制
定
 

為
の
限
度
額
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

暫
定
補
正
予
算
廿
昭
和
五
十
七
年
度
 

決
算
見
込
額
が
二
億
八
千
万
円
の
不
足
 

と
な
る
見
込
み
な
の
で
、
昭
和
五
十
八
 

年
度
暫
定
補
正
予
算
で
繰
上
充
用
金
と
 

し
て
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
お
よ
 

び
財
産
の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
 

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
廿
契
約
の
 

す
る
と
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
 

る
場
合
や
、
建
物
、
立
木
の
取
り
引
き
 

と
あ
わ
せ
て
土
地
取
引
を
す
る
と
き
も
、
 

届
け
出
が
必
要
で
す
。
 

一定面積以上の土地について 

売買などの取引 

t をすiEj .'3.CV)j1)(I*tj 
出が必要です。 

都市計画区域以外の区域 

旧泊〔〕『9」二 

■売 買 

■共有持分の譲渡 

■営業譲渡 

■譲渡担保 

■代物弁済 

■交 換 

’予約完結権，買戻権等の譲渡 

■地上権，賃借権の設定，譲渡 

ー＝・、 

ソノ 

fこれらの取引の予約である場 
合も、事前に届出が必要です。 

廿
職
員
の
新
陳
代
謝
の
促
進
と
町
財
 

政
の
健
全
化
に
努
め
る
た
め
、
退
職
す
 

る
職
員
の
便
宜
と
優
遇
措
置
が
図
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
長
・
助
役
・
収
入
役
給
与
条
 

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

に
つ
い
て
廿
近
隣
町
村
の
均
衡
を
保
 

ち
合
せ
て
人
件
費
の
節
減
を
図
る
た
め
 

三
役
の
調
整
手
当
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
老
人
医
療
費
の
支
給
に
関
す
 

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
 

つ
い
て
廿
老
人
保
健
法
の
制
定
に
よ
 

り
、
老
人
医
療
費
の
制
度
が
包
括
さ
れ
 

た
た
め
条
例
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
 

の
制
定
に
つ
い
て
ー
貸
付
制
度
要
網
 

が
整
理
統
合
さ
れ
、
本
制
度
の
有
効
か
 

つ
円
滑
な
運
営
を
実
情
に
促
す
る
た
め
 

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
 

特
別
会
計
財
政
調
整
基
金
条
例
の
制
 

定
に
つ
い
て
廿
財
政
の
健
全
な
運
営
 

に
資
す
る
た
め
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
什
近
隣
町
 

村
の
実
態
お
よ
び
町
の
各
種
手
数
料
に
 

合
せ
て
、
各
種
証
明
手
数
料
が
百
円
か
 

ら
百
五
十
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
 

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
‘
稲
垣
力
氏
 

が
任
期
満
了
と
な
っ
た
た
め
、
上
村
勲
 

氏
（
赤
池
二
九
二
番
地
）
が
選
任
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

〇
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
 

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
の
協
 

」

】

 J
 

種
類
お
よ
び
金
額
に
つ
い
て
条
例
で
明
 

確
化
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
財
産
の
交
換
・
譲
与
・
無
償
貸
与
等
 

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
廿
 

現
行
の
条
例
を
廃
止
し
、
新
た
に
財
産
 

の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
与
等
に
関
す
 

る
条
例
を
財
産
の
交
換
等
が
で
き
る
も
 

の
に
条
例
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
廿
 

昭
和
五
十
八
年
度
産
炭
地
域
開
発
就
労
 

国
届
出
か
ら
契
約
ま
で
 

契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
取
 

り
引
き
の
当
事
者
（
売
主
と
買
主
）
は
、
 

取
り
引
き
の
予
定
価
格
や
利
用
目
的
を
 

書
い
た
知
事
あ
て
の
届
出
書
を
契
約
を
 

結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に
役
場
へ
届
け
出
 

て
く
だ
さ
い
。
 

県
で
は
、
公
示
価
格
な
ど
と
比
較
し
 

高
す
ぎ
な
い
か
、
ま
た
利
用
目
的
に
不
 

都
合
は
な
い
か
、
な
ど
を
検
討
し
、
勧
 

告
す
る
か
し
な
い
か
を
審
査
し
ま
す
。
 

図
遊
休
土
地
制
度
 

届
け
出
を
し
て
取
得
し
た
一
定
面
積
 

以
上
の
土
地
が
、
三
年
た
っ
て
も
利
用
 

さ
れ
な
い
場
合
、
県
は
そ
の
土
地
を
「
遊
 

休
土
地
」
 
に
指
定
し
、
有
効
か
つ
適
切
 

な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
通
知
す
る
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

国
届
出
を
し
な
い
と
 

①
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
六
カ
月
以
 

下
の
懲
役
ま
た
は
、
三
十
万
円
以
下
の
 

議
に
つ
い
て
ー
事
務
所
の
位
置
の
変
 

更
や
一
部
事
務
組
合
か
ら
加
入
の
申
し
 

出
が
あ
っ
た
の
で
議
会
の
承
認
を
得
ま
 

し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
 

廿
一
時
借
入
れ
金
の
借
入
れ
最
高
額
が
 

八
千
万
円
と
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
廿
 

昭
和
五
十
七
年
度
農
林
業
同
和
対
策
事
 

業
大
浦
共
同
作
業
所
機
械
設
備
工
事
お
 

よ
び
同
市
場
作
業
所
機
械
設
備
工
事
の
 

工
事
予
定
価
格
の
金
額
が
三
千
万
円
を
 

下
ら
な
い
た
め
町
議
会
の
議
決
を
求
め
 

ま
し
た
。
 

た
 

三主 
百月 

願 

陳 

情 

次
の
請
願
・
陳
情
が
採
択
さ
れ
ま
し
 

。
 

〇
国
立
病
院
・
療
養
所
の
廃
止
や
地
方
 

移
管
・
民
営
化
に
反
対
す
る
意
見
書
 

提
出
を
求
め
る
請
願
 

〇
北
朝
鮮
帰
還
の
日
本
人
妻
の
安
否
調
 

査
お
よ
び
里
帰
り
に
関
す
る
意
見
書
 

提
出
に
つ
い
て
の
陳
情
 

般 

質 

間 

次
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

①
農
業
安
定
振
興
に
つ
い
て
 

②
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
 

③
赤
池
町
の
農
政
問
題
に
つ
い
て
 

④
赤
池
町
暫
定
予
算
と
臨
調
路
線
と
の
 

関
係
に
つ
い
て
 

⑤
政
治
倫
理
の
確
立
に
つ
い
て
 

事
業
の
瀬
ケ
谷
住
宅
団
地
造
成
工
事
、
 

上
桜
、
小
藤
線
道
路
舗
装
工
事
お
よ
び
 

総
合
団
地
進
入
道
路
新
設
工
事
、
昭
和
 

五
十
八
年
度
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
 

上
の
原
公
共
施
設
用
地
造
成
工
事
、
昭
 

和
五
十
八
年
度
同
和
地
区
改
善
施
設
整
 

備
事
業
共
同
作
業
所
施
設
整
備
工
事
、
 

以
上
の
工
事
が
い
ず
れ
も
三
千
万
円
を
 

下
ら
な
い
た
め
町
議
会
の
議
決
を
求
め
 

ま
し
た
。
 

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

②
税
法
上
の
特
典
が
う
け
ら
れ
な
く
な
 

り
ま
す
。
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
や
事
 

業
所
得
や
法
人
税
の
課
税
の
特
例
が
受
 

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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に
 

中央研修所 

教育長室 

いがニぐ7もさA'7もさメメみぐ‘こニぐドがドメrいrい7も47もさルこドが7 

太田欣平さん（薬王寺） 

お
め
で
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
⑥
 

【
中
央
研
修
所
ロ
ビ
ー
の
作
品
】
 

薬
王
寺
の
太
田
欣
平
さ
ん
が
、
同
和
 

対
策
中
央
研
修
所
と
教
育
長
室
に
「
平
 

和
を
願
う
気
持
ち
を
込
め
て
書
き
ま
し
 

た
。
」
 
と
二
点
の
 
「
書
」
を
寄
贈
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

中
央
研
修
所
は
、
 

『
四
海
昇
平
一
事
 

無
（
し
か
い
し
ょ
う
へ
い
い
ち
じ
な
し
 

）
」
と
、
半
折
大
の
大
き
さ
で
、
教
育
 

長
室
に
は
、
 

『
以
和
為
貴
（
わ
を
も
っ
 

て
と
お
と
し
と
な
す
）
」
と
聖
徳
太
子
 

の
十
七
条
憲
法
か
ら
引
用
し
た
、
ニ
メ
 

ー
ト
ル
半
も
あ
る
す
ば
ら
し
い
も
の
で
 

す。 

) 

つ
 
れ
 
づ
 
れ
 
に
 
田
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

〇
如
月
も
真
近
き
日
々
や
零
度
割
る
 

〇
つ
つ
ま
し
く
姥
の
米
寿
や
梅
か
ほ
る
 

〇
桃
生
け
て
膳
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
な
あ
ら
 

れ
 

〇
手
洗
ひ
の
水
温
み
け
り
和
む
老
い
 

〇
ご
ろ
ご
ろ
と
峡
の
山
駆
け
春
の
雷
 

〇
ニ
カ
月
も
と
び
こ
へ
ぬ
く
し
春
一
番
 

〇
明
け
暮
れ
の
恵
み
受
け
つ
つ
彼
岸
来
 

る
 

〇
一
汗
に
今
朝
の
日
刺
や
飯
う
ま
し
 

〇
あ
た
た
か
き
雨
に
け
む
れ
る
峡
の
荘
 

議
 叱叱雪・乏俄“含 

2 俄・恕含“含口嘱口俄“含“奮ロs口含“"s ●含せ含 
, 

が“ 

5 薦15鷺伯）開催決定が 
酎
白
、
N
白
・
か
r
け・N
自
り
N
白
・
N
自
・
内
v
い
N
自
 

第22回町民体育大会 
雨 天 の 場合 は 中 止 

”
、
》
ム
m
、sv
誘
 

今年も第22回の町民体育大会が5 月15 

日（日）、町民グランドで行われます。 

4 月23日第1回目の実行委員会が行わ 

れ、競技内容は昨年とほぼ同様、雨天の 

場合は中止と決まりました。 

各リレーの参加申し込みは、 5 月19日 

までに体育大会実行委員会事務局（教育 

委員会内）に、また、各競技の抽選会は 

5 月12日に行われます。 

なお各地区のテントは、町民会館側の 

本部に向って右が赤池地区、左が中尾地 

区、野球場側の入場門の右が市場地区、 

左が上野地区となっていますので、前日 

14日の午後7時までに設営してください。 

この際グランド内に車を乗り入れないよ 

うご注意ください。 

春
 

d
 

？
》
v
け
 

春r
レ、かr
レ、・臓yI
》、おv
たv
お
 

'r
"v
・hr
。、おrk
×おy
白v 
り
レ
v
酎
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報
 

広
 

エンゼルクイズ 
~ 

【第84回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう・・ 

【問 題】 

1、太平洋と大西洋を結ぶ運河は？ 

⑧スエズ運河 ⑧キール運河 

⑥パナマ運河 

2 、ラグビーでボールを受け取ろうとして前 

に落してしまう事を何という？ 

⑧ノックオン ⑧ドリブル 

⑥ドロップアウト 

3 、童謡「こいのぼり」、 

り高い？ 

④屋根 ⑧僕の身長 ⑥天 

4 、ボート競技「ェイト」の乗組員は何人？ 

⑧8人 ⑧9人 ⑥10人 

5 、次のうち石坂洋次郎の作品は？ 

④潮騒 ⑧泥だらけの純情 ⑥若い人 

こいのぽりは何よ 

【応募の要領】 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、 5 月16日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽選で正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題lA 問題2B 問題3C 

【第82回の解答】 

1 ⑥ 2⑧ 3⑧ 

) 

国
民
年
金
の
障
害
、
母
子
（
準
母
子
）
遺
児
 

募
婦
年
金
を
受
給
の
皆
さ
ん
へ
 

5月は現況届の月です 
忘れると年金がストップZノ 

国
民
年
金
の
現
況
 

届
は
、
引
き
続
い
て
 

年
金
を
受
け
る
た
め
 

受
給
者
の
方
や
家
族
 

の
状
況
な
ど
を
確
認
 

す
る
大
切
な
届
で
す
。
 

こ
の
現
況
届
の
提
 

出
を
忘
れ
ま
す
と
、
 

年
金
の
支
払
い
が
遅
 

れ
た
り
止
め
ら
れ
た
 

り
す
る
こ
と
が
あ
り
 

ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

⑥
次
の
人
は
、
現
況
 

届
の
提
出
は
不
要
で
す
 

昭
和
五
十
七
年
六
月
一
日
以
降
、
新
 

た
に
年
金
の
支
給
が
決
定
さ
れ
た
人
と
 

年
金
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ
て
い
る
 

人
は
、
今
年
は
届
出
を
す
る
必
要
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
 

⑥
障
害
の
有
期
認
定
 

の
診
断
書
も
あ
わ
せ
て
 

障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
今
 

年
が
診
断
書
の
提
出
時
期
と
な
っ
て
い
 

る
人
は
、
現
況
届
に
あ
わ
せ
て
診
断
書
 

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

‘
ぐ
ぐ
ぐ
ん
●
●
●
●
●
（
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
 

5
 
月
 
は
 

国

民

健

康

保

険

税

 

（
第
1

期
分
）
 

軽
 
自
 
動
 
車
 
税
 

の
 
納
 
付
 
月
 
で
 
す
 

、
、
、
、
、
“
》
ぐ
ぐ
ぐ
“
〈
ん
●
》
ぐ
ぐ
ル
●
』
ん
叫
“
》
ん
叫
“
、
『
I
ん叫 

一
 

自
動
車
税
は
 

五
月
三
十
一
日
ま
で
 

に
納
め
ま
し
ょ
う
 

①
自
動
車
税
は
四
月
一
日
現
在
の
登
録
 

名
儀
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
 

四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
間
に
自
 

動
車
を
譲
渡
し
た
人
は
、
現
実
に
所
 

有
し
て
い
な
く
と
も
翌
年
三
月
ま
で
 

,
 

は
所
有
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
 

②
検
査
証
の
名
儀
人
で
な
い
方
が
使
用
 

し
て
い
る
と
き
は
陸
運
事
務
所
で
名
 

儀
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
こ
の
税
金
は
納
期
限
の
五
月
三
十
一
 

日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
 

※
そ
の
他
自
動
車
税
に
つ
い
て
詳
し
い
 

こ
と
は
田
川
財
務
事
務
所
直
税
課
へ
 

合
0
9
4
7
4
④
0
7
7
8
 

役
 
場
 

職
 
員
 
人
 
事
 

四
月
八
日
付
け
で
課
長
・
課
長
補
佐
 

の
人
事
異
動
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

〇
【
教
育
委
員
会
課
長
】
池
永
久
夫
（
産
 

業
振
興
課
長
）
〇
【
産
業
振
興
課
長
】
 

木
村
邦
治
（
建
設
課
長
補
佐
）
〇
【
給
 

食
セ
ン
タ
ー
所
長
】
長
谷
川
決
（
産
業
 

振
興
課
長
補
佐
）
 

三
月
三
十
一
日
付
け
で
次
の
職
員
が
 

退
職
し
ま
し
た
。
 

〇
近
藤
利
春
（
教
育
委
員
会
課
長
）
〇
 

森
正
則
（
住
民
福
祉
課
長
）
〇
内
田
香
 

織
（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
〇
三
輪
光
 

枝
（
税
務
徴
収
課
長
補
佐
）
〇
大
久
保
 

昭
子
（
老
人
ホ
ー
ム
職
員
）
〇
峠
岡
静
 

香
（
赤
池
中
学
校
用
務
員
）
〇
舌
間
栄
 

子
（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
〇
池
田
 

等
（
公
民
館
長
）
〇
紫
村
賓
（
町
立
病
 

院
院
長
）
〇
相
良
キ
ミ
子
（
町
立
病
院
 

看
護
婦
）
 

⑥
 

⑧
 

4
工 

【正解者】 

前回の応募総数7 通のうち正解は1通でし 

た。ただ1人正解でした上野大久保の原栄子 

さんに記念品を贈ります。 

【休館日】 

2日、 3日、 5日、 9日 

16日、23日、30日 
【福祉バス運行日】 

休館日、および祝祭日を 
除く毎日 

【仏教法話会】 
5月13日岡 

午前11時から 
、、 

‘濃・‘I1)行ミ事‘l 

【演芸日】 

1日、 8日、12日 

15日、19日、22日 

26日、29日 

【心配ごと相談日】 

7日、17日、27日 

午前10時～午後3時 

 ノ 

一
 
一
 

一
 
一
 

一

一

 

一

一

 

一

一

 

一
 
一
 

一
 
一
 

一

一

 

一
 
一
 

一
 
一
 

一

一

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

【
寄
付
】
 

〇
正
栄
自
動
車
整
備
工
場
 

五
万
円
 

〇
自
治
体
警
察
退
職
同
窓
会
 

一
万
円
 

【
賛
助
会
費
】
 

〇
町
議
会
議
員
十
五
人
 

三
万
円
 

〇
岩
城
辰
美
 

五
千
円
 

〇
沢
永
源
敏
 

一
一
千
五
百
円
 

〇
社
協
・
セ
ン
タ
ー
職
員
 

一
万
円
 

【
香
典
返
し
】
 

〇
金
 

封
 
熊
谷
 
延
寿
（
上
小
路
）
 

〇
金
 

封
 
長
谷
川
義
信
（
中
谷
）
 

〇
金
 

封
 
松
村
 
文
隆
（
京
都
府
）
 

〇
金
 

封
 
古
田
 

サ
チ
（
上
の
原
）
 

〇
金
 

封
 
奥
野
サ
カ
ェ
（
上
谷
）
 

〇
金
 

封
 
椿
原
 
梓
 

（
本
町
）
 

四
月
十
九
日
現
在
 
敬
称
略
 

江
 

' S“含口碑、ロ的 一
 

斗
 

喜
 

,
 

喜
 

,
 喜

 
,
 斗

 
'
 

,
 ' 
?
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赤
池
町
育
英
資
金
 

受
給
希
望
者
の
募
集
 

昭
和
五
十
セ
年
度
の
赤
池
町
育
英
資
 

金
の
受
給
希
望
者
を
次
の
と
お
り
募
集
 

し
ま
す
。
 

▽
受
給
資
格
 
町
内
に
一
年
以
上
在
住
 

す
る
品
行
方
正
で
在
学
校
長
の
推
薦
 

す
る
人
 

▽
貸
与
額
と
貸
与
人
員
 

〇
高
校
等
非
月
額
一
人
五
千
円
、
入
学
 

支
度
金
一
人
一
万
五
千
円
 
3
名
 

〇
大
学
l
月
額
一
人
一
万
円
、
入
学
支
 

度
金
一
人
三
万
円
 
2
名
 

▽
貸
与
金
の
返
還
 
卒
業
の
一
年
後
か
 

ら
貸
与
金
額
が
二
十
万
円
未
満
は
五
 

年
以
内
に
、
二
十
万
円
以
上
は
十
年
 

以
内
に
返
還
 

▽
提
出
書
類
 
①
申
込
書
②
身
上
明
細
 

書
③
琴
庭
状
況
調
書
④
成
績
証
明
書
 

⑤
推
薦
書
⑥
在
学
証
明
書
 

※
0
●
O
は
教
育
委
員
会
に
準
備
 

▽
受
付
期
間
 

5
月
2

日
か
ら
5
月
 31
 

日
ま
で
 

▽
受
付
係
お
よ
び
間
合
せ
先
 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
（
町
民
会
 

館
内
）
 

合
4
1
0
0
 

国
税
専
門
官
の
募
集
 

大
学
卒
業
程
度
の
国
税
専
門
官
を
次
 

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 
昭
和
 31 

年
4
月
2

日
か
 

ら
昭
和
 37
 

年
4
月
1

日
生
れ
の
人
 

▽
受
付
期
間
 

5
月
 16 

日
か
ら
5
月
 23
 

日
ま
で
 

▽
第
1
次
試
験
 

7
月
9

日
・
 
10 

日
に
 

福
岡
大
学
高
宮
校
舎
で
 

▽
申
込
書
請
求
先
 
福
岡
国
税
局
、
各
 

税
務
署
、
大
学
の
就
職
担
当
課
に
申
 

込
書
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
申
込
書
提
出
先
 
福
岡
市
博
多
区
博
 

多
駅
東
二
丁
目
十
一
の
一
 

福
岡
国
 

税
局
人
事
第
二
課
へ
 

移
動
県
政
相
談
 

が
行
わ
れ
ま
す
 

福
岡
県
の
移
動
県
政
相
談
が
次
の
と
 

お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

年
金
、
福
祉
、
道
路
、
河
川
、
衛
生
 

公
害
、
消
費
生
活
、
交
通
事
故
な
ど
の
 

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
 

利
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 

5
月
 20 

日
（
金
）
 
10 

時
か
ら
 

15 

時
ま
で
 

▽
場
所
 

田
川
市
役
所
3
階
会
議
室
 

▽
問
合
せ
先
 
福
岡
県
総
務
部
広
報
室
 

。
0
9
2
1
6
5
1
1
1
2
3
4
 

難
病
相
談
室
が
 

開
設
さ
れ
ま
し
た
 

病
因
も
治
療
法
も
わ
か
ら
な
い
、
あ
 

る
い
は
治
療
に
多
額
の
費
用
や
長
い
期
 

間
を
必
要
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
難
病
で
 

困
っ
て
い
る
方
、
電
話
に
よ
る
相
談
室
 

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
 

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▽
相
談
日
 

毎
週
 

月
曜
と
木
曜
 

（
午
前
 10 

時
か
ら
午
後
2
時
半
）
 

▽
相
談
先
 
福
岡
県
難
病
連
相
談
室
 

。
0
9
2
1
 
7
5
1
1
 
2
1
0
9
 

戦
傷
病
者
補
装
具
 

支
給
（
修
理
）
等
 

の
巡
回
相
談
 

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
 

る
人
で
公
務
上
の
傷
病
に
よ
り
、
次
の
 

障
害
の
状
態
で
あ
る
人
（
ほ
ぼ
3
款
症
 

以
上
の
人
）
を
対
象
に
補
装
具
の
支
給
 

や
修
理
の
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

①
補
装
具
の
装
着
を
必
要
と
す
る
人
 

②
更
生
医
療
を
必
要
と
す
る
人
 

▽
持
っ
て
来
る
も
の
 

戦
傷
病
者
手
帳
 

と
印
か
ん
 

▽
相
談
日
お
よ
び
場
所
 

〇
5
月
 17
 

日
 

田
川
市
体
育
館
 

〇
6
月
 14
 

日
 
香
春
町
中
央
公
民
館
 

危
険
物
取
扱
者
 

試
験
・
講
習
会
 

▽
試
験
日
 

6
月
 12 

日
（
日
）
 

▽
試
験
種
類
 
乙
種
・
丙
種
 

▽
会
場
 
直
方
市
県
立
筑
豊
高
校
な
ど
 

県
下
五
カ
所
で
 

▽
準
備
講
習
会
 
5
月
 29
 

日
（
日
）
 

▽
会
場
 

田
川
市
平
松
町
三
番
 

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

▽
問
合
せ
先
 

田
川
地
区
消
防
本
部
予
 

防
課
危
険
物
係
 

公

0

9

4

7

4
④

0

6

5

0

 

身
体
障
害
者
の
み
な
さ
ん
へ
 

巡
回
結
婚
相
談
 

が
行
わ
れ
ま
す
 

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
で
 

は
、
昭
和
五
十
八
年
度
巡
回
結
婚
相
談
 

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
 

▽
実
施
日
・
場
所
 

〇
5
月
 17
 

日
（
火
）
田
川
市
体
育
館
 

〇
6
月
 30 

日
（
木
）
直
方
市
中
央
公
民
館
 

▽
申
込
手
続
き
に
必
要
な
も
の
 

m
住
民
票
1
通
（
再
婚
者
は
戸
籍
謄
 

本
1
通） 

②
写
真
2
枚
（
ハ
ガ
キ
 

半
分
く
ら
い
白
黒
で
も
可
）
 

⑧
印
 

か
ん
 

④
身
体
障
害
者
手
帳
 

福
岡
県
警
察
官
 

婦
人
警
察
官
 

の
採
用
試
験
 

▽
受
付
期
間
 

4
月
 11
 

日
か
ら
5
月
 10
 

日
 

▽
受
験
資
格
 
警
察
官
A
廿
大
学
の
卒
 

業
者
で
昭
和
 30 

年
4
月
2

日
か
ら
昭
 

和
 40 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
れ
た
男
 

子
 
警
察
官
B
井
大
学
卒
業
者
以
外
 

で
昭
和
 30 

年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
 40
 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
 

婦
人
警
察
官
什
昭
和
 36 

年
4
月
2

日
 

か
ら
昭
和
 40 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
 

れ
た
女
子
 

▽
第
1
次
試
験
 

5
月
 29 

日
 
警
察
官
 

A
は
福
岡
高
校
、
警
察
官
B
は
嘉
穂
 

高
校
な
ど
県
下
4

カ
所
、
婦
人
警
察
 

官
は
福
岡
市
と
北
九
州
市
 

▽
申
込
用
紙
の
請
求
先
 
県
下
の
各
警
 

察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所
に
準
備
 

▽
身
体
検
査
 
警
察
官
A

・B
廿
身
長
 

1
6
o
m
以
上
、
体
重
 47 

ぬ
以
上
、
 

婦
人
警
察
官
廿
身
長
1
5
2
m
以
上
 

体
重
 45
 

ぬ
以
上
 

▽
問
合
せ
先
 
福
岡
県
警
察
本
部
警
務
 

課
採
用
係
 

か
0
9
2
1
6
2
2
1
0
7
0
0
 

5
月
の
衛
生
 

行
事
予
定
表
 

30 27 25 24 20 16 13 日 

月 金 水 火 金 月 金 日裾 

子
ン
診
 

・ガ 
乳
宮
検
 

三歳児 

健 診 

生ワク 

チ ン 
麻しん 

三種 

混合 

乳児保 

育相談 

日本 

脳炎 

項
 

目
 

中央 

研修所 

町民 

会館 

町民 

会館 

町民 

会館 

町民 

会館 

町民 

会館 

老人 

ホーム 

場
 
所
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